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10
月
29
日
、
第
１
８
１
臨
時
国
会
が
開
会

さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
国
会
か
ら
新
た

に
所
属
す
る
委
員
会
及
び
党
の
役
職
が
決
定

し
ま
し
た
。

　

私
は
、「
国
土
交
通
委
員
会
」、「
議
院
運

営
委
員
会
」、「
災
害
対
策
特
別
委
員
会
」、「
東

日
本
大
震
災
復
興
特
別
委
員
会
」（
理
事
に

就
任
）、「
国
民
生
活
・
経
済
・
社
会
保
障
に
関

す
る
調
査
会
」の
五
つ
の
委
員
会
に
所
属
し
、

党
の
役
職
で
は
参
議
院
民
主
党
・
新
緑
風
会

「
国
会
対
策
委
員
会
」
副
委
員
長
を
仰
せ
つ

か
り
ま
し
た
。

　

特
に
、
Ｊ
Ｒ
発
足
か

ら
25
年
の
節
目
の
年
に
、

国
土
交
通
委
員
会
に
所

属
で
き
た
こ
と
を
大
変

う
れ
し
く
思
う
と
同
時

に
そ
の
責
任
の
重
さ
も

痛
感
し
て
い
ま
す
。
国

鉄
改
革
の
精
神
や
意
義

が
残
念
な
が
ら
薄
れ
て
き
て
い
る
昨
今
で
す

が
、「
鉄
道
の
安
全
確
立
」
を
第
一
義
に
考

え
て
こ
の
大
震
災
を
教
訓
と
し
て
災
害
に
強

い
鉄
道
の
確
立
を
目
指
す
Ｊ
Ｒ
総
連
の
方
針

を
実
現
す
る
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
も
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
田

城
郁
の
３
つ
の
政
策
の
柱
の
一
本
で
あ
る

「
地
球
に
や
さ
し
い
総
合
交
通
政
策
」
の
実

現
に
向
け
て
も
具
体
的
な
一
歩
が
踏
み
出
す

こ
と
が
で
き
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
委
員
会

で
は
、
被
災
地
の
復
旧
・
復
興
、
福
島
第
一

原
発
事
故
の
問
題
に
も
引
き
続
き
し
っ
か
り

と
関
わ
っ
て
行
く
決
意
で
す
。

　

一
方
、
民
主
党
に
所
属
す
る
有
志
の
議
員

に
よ
り
政
策
研
究
集
団
「
コ
モ
ン
ズ
」
が
設

立
さ
れ
ま
し
た
。「
脱
原
発
」「
消
費
増
税
反

対
」「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
は
慎
重
に
」、
そ
し
て
当

然
で
す
が
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
を
掲
げ
た

新
自
由
主
義
の
論
理
に
反
対
の
姿
勢
を
鮮
明

に
し
た
グ
ル
ー
プ
で
す
。

　

私
は
、
次
期
総
選
挙
に
向
け
て
の
民
主
党

の
マ
ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト
作
成
の
会
議
に
お
い
て

も
、「
こ
の
日
本
に
自
民
党
は
二
つ
い
ら
な

い
。
民
主
党
は
リ
ベ
ラ

ル
の
旗
手
で
あ
る
べ
き

だ
」
と
主
張
し
て
い
ま

す
。
日
本
が
こ
れ
以
上

右
傾
化
し
て
い
く
こ
と

は
、
組
合
員
の
皆
さ
ん

の
生
活
に
も
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
明

ら
か
で
す
。
ま
た
、
日
本
が
世
界
に
占
め
て

き
た
「
戦
争
を
し
な
い
平
和
国
家
・
日
本
」

と
い
う
立
ち
位
置
も
大
き
く
変
化
し
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
許
し
て
は
な
り

ま
せ
ん
。

　

私
は
こ
れ
か
ら
も
、
日
本
国
憲
法
を
遵
守

し
、
平
和
・
人
権
・
民
主
主
義
の
確
立
し
た
社

会
を
創
っ
て
い
く
た
め
に
、
Ｊ
Ｒ
総
連
と
共

に
歩
ん
で
行
き
ま
す
。

　

10
月
23
日
「
田
城 

郁
後
援
会
」
２
０
１
２

年
度
定
期
総
会
を
開
催
し
、
今
後
の
方
針
な

ど
を
決
定
し
ま
し
た
。

司法の反動化に歯止めをかける勝利
美世志会２名の懲戒解雇無効を勝ちとる!
司法の反動化に歯止めをかける勝利

美世志会２名の懲戒解雇無効を勝ちとる!
　

美
世
志
会
６
名
の
懲
戒
解
雇
を
無

効
と
し
て
地
位
確
認
等
を
求
め
た
裁
判

で
、
東
京
地
裁
は
10
月
17
日
、
八
ツ
田

富
男
氏
、
小
黒
加
久
則
氏
の
２
名
に
つ

い
て
解
雇
無
効
を
認
め
る
判
決
を
言
い

渡
し
た
。
司
法
の
反
動
化
が
進
む
現
在

に
お
い
て
、
２
名
の
勝
利
を
勝
ち
と
っ

た
画
期
的
判
決
は
、
全
組
合
員
の
取
り

組
み
を
は
じ
め
、
世
界
各
国
の
労
働
者・

市
民
の
連
帯
と
支
援
に
よ
る
大
き
な
成

果
で
あ
る
。
あ
ら
た
め
て
お
礼
を
申
し

上
げ
る
。

　

一
方
、
上
原
潤
一
氏
、
梁
次
邦
夫
氏
、

大
澗
慶
逸
氏
、
山
田 

知
氏
の
４
名
の
請

求
が
棄
却
さ
れ
た
こ
と
に
、
怒
り
を
禁

じ
え
な
い
。
ま
た
、
判
決
は
美
世
志
会

を
有
罪
と
し
た
、
事
実
誤
認
と
政
治
的

意
図
に
ま
み
れ
た
刑
事
事
件
の
判
決
を

前
提
と
し
て
い
る
。
そ
れ
を
追
認
し
た

東
京
地
裁
の
姿
勢
を
断
固
糾
弾
す
る
。

　

会
社
は
解
雇
無
効
を
認
め
ら
れ
た
２

名
に
対
し
控
訴
し
た
。
許
さ
れ
ざ
る
暴

挙
で
あ
る
。
会
社
は
直
ち
に
控
訴
を
取

り
下
げ
、
２
名
を
職
場
復
帰
さ
せ
よ
。

　

今
回
の
勝
利
判
決
で
、
闘
い
は
大
き

な
地
平
を
切
り
開
い
た
。
Ｊ
Ｒ
総
連
は

こ
れ
か
ら
行
わ
れ
る
控
訴
審
で
、
２
名

の
職
場
復
帰
を
勝
ち
と
り
、
さ
ら
に
４

名
の
勝
利
を
も
勝
ち
と
る
決
意
で
あ
る
。

全
組
合
員
は
さ
ら
な
る
職
場
か
ら
の
闘

い
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
各
労
働
組

合
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
あ
ら
た
め
て
、

支
援・
連
帯
の
取
り
組
み
を
お
願
い
す

る
。

判決後に行われた「不当判決弾劾！ 美世志会・家族を守りぬく10.17集会」

5連協・秋のレクリエーション笑顔で大成功!
　

10
月
27
日（
土
）、
府
中
市
郷
土
の
森
博

物
館
に
お
い
て
、
組
合
員
・
家
族
54
名
が
参

加
す
る
な
か
、
５
連
協
秋
の
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
開
催
し
た
。
今
回
は
テ
レ
コ
ム

労
組
の
準
備
で
進
め
ら
れ
、
博
物
館
内
外

の
見
学
と
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で
の
ポ
ケ
ッ

ト
モ
ン
ス
タ
ー
の
映
像
投
影
を
楽
し
ん
だ
。

　

そ
の
後
、
場
所
を
マ
ー
ケ
ッ
ト
レ
ス
ト

ラ
ン
Ａ
Ｇ
Ｉ
Ｏ
府
中
店
に
移
し
、
大
交
流

会
を
開
催
し
、
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
や
各
単

組
と
の
意
見
交
換
な
ど
楽
し
い
一
日
を
過

ご
し
た
。

いざ！という時、大丈夫ですか？あなたの保険

ＪＲ総連・各ＪＲ労組賛助団体
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Ｊ
Ｒ
総
連
・
各
単
組
は
、
現
在
秋
の
闘
い
の

真
っ
最
中
で
あ
る
。

　

10
月
13
日
、
東
京
・
日
比
谷
野
外
音
楽
堂
で

「
さ
よ
う
な
ら
原
発
集
会
ｉ
ｎ
日
比
谷
」
が
開

催
さ
れ
た
。会
場
に
は
６
５
０
０
名
が
集
ま
り
、

Ｊ
Ｒ
総
連
も
３
５
０
名
で
参
加
し
た
。

　

集
会
で
は
、
主
催
者
か
ら
の
あ
い
さ
つ
や
ア

ピ
ー
ル
に
加
え
、「
原
発
大
国
」
フ
ラ
ン
ス
で

脱
原
発
の
取
り
組
み
を
行
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
か
ら
の
あ

い
さ
つ
も
紹
介
さ
れ
た
。
ま
た
、福
島
現
地
や
、

建
設
再
開
が
決
ま
っ
た
大
間
原
発
の
地
元
か
ら

の
ア
ピ
ー
ル
が
行
わ
れ
た
。
閉
会
の
あ
い
さ
つ

で
は
、
城
南
信
用
金
庫
の
吉
原
毅
さ
ん
が
経
営

者
の
立
場
か
ら
も
脱
原
発
を
貫
こ
う
と
力
強
く

訴
え
た
。

　

集
会
後
、
参
加
者
は
東
電
前
か
ら
銀
座
を
通

り
常
盤
橋
公
園
へ
と
脱
原
発
の
パ
レ
ー
ド
に
繰

り
出
し
た
。

　

11
月
４
日
に
は
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
平
和
・
人
権
・

環
境
と
オ
ス
プ
レ
イ
の
沖
縄
配
備
に
反
対
す
る

首
都
圏
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
共
催
に
よ
る
、「
止
め

る
ぞ
！
オ
ス
プ
レ
イ
の
沖
縄
配
備　

許
す
な
！

低
空
飛
行
訓
練
11
・
４
全
国
集
会
」
が
、
東
京
・

芝
公
園
で
開
催
さ
れ
た
。
会
場
に
は
全
国
の
労

組
を
中
心
に
４
０
０
０
名
が
終
結
し
、
Ｊ
Ｒ
総

連
も
２
０
０
名
以
上
が
参
加
し
た
。
集
会
で
は

沖
縄
と
各
地
か
ら
闘
い
の
報
告
と
ア
ピ
ー
ル
が

行
わ
れ
、
ア
メ
リ
カ
大
使
館
近
辺
へ
の
デ
モ
が

行
わ
れ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
総
連
は
平
和
・
人
権
・
民
主
主
義
を
守
る

た
め
、
志
を
同
じ
く
す
る
人
々
と
連
帯
し
て

闘
っ
て
い
く
。

Ｊ
Ｒ
西
労

　

企
業
体
質
を
一
新
す
る
集
会
を
開
催

　
Ｊ
Ｒ
西
労
は
、
福
知
山
線
脱
線
事
故

か
ら
７
年
半
に
あ
た
る
10
月
25
日
、「
懲

罰
的
社
員
管
理
反
対
！
営
利
優
先
・
運

行
第
一
・
社
員
へ
の
責
任
追
及
・
労
使
癒

着
の
不
安
全
な
企
業
体
質
を
一
新
す
る

集
会
」
を
、
リ
バ
テ
ィ
お
お
さ
か
で
開

催
し
た
。
集
会
に
は
３
０
０
名
の
組
合

員
な
ど
が
参
加
し
た
。

　

犠
牲
者
に
対
す
る
黙
祷
か
ら
は
じ

ま
っ
た
集
会
で
は
、
田
村
委
員
長
か

ら
、
事
故
後
も
会
社
の
体
質
は
変
わ
ら

ず
、
危
険
な
事
象
が
頻
発
し
て
い
る
こ

と
が
述
べ
ら
れ
た
。
次
に
犠
牲
者
の
ご

家
族
と
ご
遺
族
か
ら
３
社
長
裁
判
へ
の

傍
聴
の
お
礼
と
裁
判
の
意
義
な
ど
に
つ

い
て
述
べ
ら
れ
た
。
そ
の
後
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
大
谷
昭
宏
氏
か
ら
講
演
を
い
た

だ
き
、
さ
ら
に
来
賓
と
し
て
、
田
城
郁

参
議
院
議
員
と
Ｊ
Ｒ
総
連
、
Ｊ
Ｒ
東
労

組
、
Ｊ
Ｒ
東
海
労
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
労
組
か

ら
連
帯
の
あ
い
さ
つ
を
行
っ
た
。

　

そ
れ
を
受
け
、
各
職
場
か
ら
は
職
場

の
実
態
と
闘
っ
て
い
る
現
状
が
報
告
さ

れ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
総
連
は
こ
れ
か
ら
も
Ｊ
Ｒ
西
労

の
闘
い
に
連
帯
し
て
い
く
。

JR西労田村委員長

脱
原
発
・
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
反
対
の

闘
い
に
決
起
！

田城議員近況
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10
月
17
日
の
判
決
か
ら
11
・
１
集
会

に
向
け
て
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組
の
各
地
本
で

は
、
会
社
に
対
し
て
解
雇
撤
回
を
求
め

る
街
頭
で
の
ビ
ラ
配
布
行
動
な
ど
に
取

り
組
ん
だ
。

　

特
に
大
宮
地
本
で
は
、
10
月
26
日
か

ら
11
月
１
日
に
か
け
て
、
主
要
駅
頭
に

お
い
て
、
参
加
人
数
５
２
０
名
、
ビ
ラ

の
配
布
枚
数
１
万
１
５
４
５
枚
と
大
き

な
取
り
組
み
を
行
っ
た
。

　

連
日
の
取
り
組
み
に
、
ビ
ラ
を
受
け

取
っ
た
人
た
ち
か
ら
も
支
援
の
メ
ー
ル

が
来
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
反
響
を
呼

ん
だ
。

　

解
雇
撤
回
要
求
と
浦
和
電
車
区
事
件

の
真
実
を
伝
え
て
い
く
た
め
に
、
さ
ら

に
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
く
。

単
組
・
地
協
拡
大
代
表
者
会
議
で

当
面
の
意
志
一
致
を
は
か
る

　
Ｊ
Ｒ
総
連
は
、
10
月
24
日
、
目
黒
さ

つ
き
会
館
に
お
い
て
、
約
90
名
の
参
加

者
で
単
組
・
地
協
拡
大
代
表
者
会
議
を

開
催
し
た
。
来
賓
と
し
て
、
田
城
郁
参

議
院
議
員
、
美
世
志
会
か
ら
小
黒
加
久

則
氏
、
ス
パ
イ
糾
弾
訴
訟
小
田
裕
司
団

長
に
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
い
た
。

　

武
井
委
員
長
は
あ
い
さ
つ
の
中
で
、

10
月
17
日
の
浦
和
電
車
区
事
件
地
位
確

認
訴
訟
に
ふ
れ
、
反
動
的
な
最
高
裁
判

決
が
あ
り
な
が
ら
、
八
ツ
田
さ
ん
、
小

黒
さ
ん
２
名
の
懲
戒
解
雇
無
効
を
勝
ち

と
る
成
果
を
収
め
た
こ
と
は
、
Ｊ
Ｒ
総

連
・
各
単
組
、
支
援
す
る
会
な
ど
の
運

動
に
よ
る
も
の
だ
と
あ
ら
た
め
て
示
し

た
。
そ
の
上
で
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
会
社
の

控
訴
を
批
判
し
、
あ
ら
た
め
て
残
り
４

名
を
含
め
た
全
員
の
職
場
復
帰
へ
の
闘

い
を
提
起
し
た
。

　

課
題
提
起
の
後
の
質
疑
で
は
、
脱
原

発
、
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
反
対
な
ど
平
和

の
取
り
組
み
や
安
全
問
題
や
被
災
地
復

旧
な
ど
に
関
す
る
政
策
課
題
に
つ
い
て

の
発
言
や
、
職
場
で
の
課
題
な
ど
、
多

岐
に
わ
た
る
問
題
が
討
論
さ
れ
た
。

　

ま
と
め
で
出
村
書
記
長
は
、
①
脱
原

発
、
再
稼
働
を
許
さ
な
い
闘
い
、
②
非

正
規
労
働
者
、
貧
困
を
め
ぐ
る
問
題
、

③
取
り
調
べ
の
全
面
可
視
化
の
３
つ
の

課
題
を
め
ぐ
る
連
帯
運
動
こ
そ
が
、
こ

れ
か
ら
の
Ｊ
Ｒ
総
連
の
３
つ
の
大
き
な

課
題
だ
と
し
て
、残
さ
れ
た
秋
の
闘
い
、

さ
ら
に
２
０
１
３ 

Ｊ
Ｒ
春
闘
に
向
け

て
、
さ
ら
な
る
職
場
か
ら
の
奮
闘
を
要

請
し
た
。

　

10
月
30
日
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
労
組
と
Ｊ
Ｒ
総
連
は
、

国
土
交
通
省
・
国
会
議
員
・
各
政
党
に
対
し
て
要
請

行
動
を
行
っ
た
。
こ
の
行
動
に
は
全
国
の
Ｊ
Ｒ
貨

物
労
組
地
方
本
部
の
代
表
者
も
参
加
し
取
り
組
ん

だ
。

　

今
回
の
要
請
行
動
で
は
、
60
名
以
上
の
国
会
議

員（
代
理
を
含
む
）に
直
接
要
請
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
ま
た
政
党
と
し
て
は
民
主
党
、
国
民
の
生
活

が
第
一
、
公
明
党
、
社
民
党
に
要
請
を
行
っ
た
。

要
請
で
は
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
労
組
が
作
成
し
た
組
合
版

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
内
容
や
意
義
な
ど
を
説
明
し
た
。

　

さ
ら
に
国
土
交
通
省
橋
本
清
人
大
臣
政
務
官
に

対
し
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
が
鉄
道
貨
物
輸
送
と
し
て
の
社

会
的
使
命
を
発
揮
す
る
た
め
の
社
会
的
シ
ス
テ
ム

の
確
立
や
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
が
抱
え
る
構
造
的
諸
問
題

の
解
決
に
む
け
て
要
請
を
行
っ
た
。

民主党幹事長室　室井邦彦企業団体委員長代理

橋本清人国土交通大臣政務官と要請団

要請前の意思統一

要請内容
1. 社会的使命を果たすべく、国からの支援を
　 講じられたい。

⑴ モーダルシフト法制化に向けて総合物流大綱の充
実を図るとともに交通基本法（案）の早期成立に御
尽力されたい。

⑵ CO2削減など環境保全に貢献する努力をしている
企業に対する支援策を講じられたい。

⑶ 整備新幹線に関する問題点を解決し、鉄道全国ネッ
トワークを維持されたい。

2. 構造的諸問題を解決されたい。

⑴ 線路使用料の法制化及び「貨物特例法案」を創設さ
れたい。

⑵ 列車遅延時の運行整理のルールを確立されたい。

⑶ 長期債務に対して助成されたい。

懲
戒
解
雇
撤
回
を
求
め
た

ビ
ラ
配
布
行
動

　
Ｊ
Ｒ
浦
和
電
車
区
事
件
か
ら
10
年
の
11
月

1
日
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組
・
支
援
す
る
会
共
催
で
、

「
弾
圧
か
ら
10
年　

美
世
志
会
と
共
に
え
ん

罪
の
な
い
社
会
を
目
指
す
11
・
1
集
会
」
が

開
催
さ
れ
た
。
会
場
と
な
っ
た
日
比
谷
公
会

堂
に
は
２
０
０
０
名
を
超
え
る
仲
間
、
支
援

者
が
結
集
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組
全
12

地
本
の
青
年
部
員
が
、
権
力
の
意
図
を
は
ね

返
し
組
織
を
強
化
し
て
き
た
こ
の
間
の
闘
い

を
堂
々
と
報
告
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
、
新
党
大
地
・
真
民
主
の
鈴

木
宗
男
代
表
、
田
城
郁
参
議
院
議
員
を
は
じ

め
と
す
る
国
会
議
員
の
方
々
、「
東
電
Ｏ
Ｌ

事
件 

無
実
の
ゴ
ビ
ン
ダ
さ
ん
を
支
援
す
る

会
」
の
客
野
美
喜
子
さ
ん
、
布
川
事
件
の
杉

山
卓
男
さ
ん
、
さ
ら
に
作
家
の
佐
藤
優
さ
ん

に
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
い
た
。

　

ま
た
、
リ
レ
ー
ト
ー
ク
で
は
、
あ
ら
た
め

て
浦
和
電
車
区
事
件
の
異
常
性
や
弾
圧
の
実

態
、
そ
れ
に
抗
し
た
反
撃
の
闘
い
な
ど
を
振

り
返
っ
た
。

　

数
多
く
の
檄
布
な
ど
を
受
け
取
っ
た
美
世

志
会
か
ら
は
、
控
訴
審
に
向
け
て
の
決
意
が

述
べ
ら
れ
、
会
場
は
さ
ら
な
る
闘
い
へ
の
闘

志
に
あ
ふ
れ
た
。
最
後
に
、
参
加
者
全
員
で

新
た
な
決
意
を
打
ち
固
め
た
。

海
外
で
も
抗
議
行
動
! !

　

判
決
の
内
容
と
会
社
の
控
訴
の

連
絡
を
受
け
た
海
外
の
労
組
は
、

11
・
1
集
会
に
あ
わ
せ
て
抗
議
活

動
を
行
っ
た
。

○
10
月
30
日 

フ
ィ
リ
ピ
ン・マ
ニ
ラ
市

　

在
フ
ィ
リ
ピ
ン
日
本
大
使
館
前

　

Ｂ
Ｍ
Ｐ
・

Ｕ
Ｔ
Ｗ
Ｏ
が

合
同
で
、
美

世
志
会
の
不

当
判
決
、
全

員
の
復
職
を

求
め
て
抗
議

行
動
。

○
11
月
1
日 

タ
イ
・
バ
ン
コ
ク
市　

　

在
タ
イ
日
本
大
使
館

　

タ
イ
国
鉄
労
組
・
ビ
ル
マ
海
員

組
合 

書
記

官
に
、
労
働

組
合
権
の
侵

害
を
や
め
、

美
世
志
会
の

即
時
職
場
復

帰
を
求
め

て
、
野
田
首

相
宛
要
請
書

を
手
渡
す
。

○
11
月
1
日 

ビ
ル
マ
・
ヤ
ン
ゴ
ン
市

　

在
ビ
ル
マ
日
本
大
使
館

　

ビ
ル
マ
海
員
組
合
お
よ
び
ビ
ル

マ
労
働
者
有
志　

書
記
官
に
野
田

首
相
宛
要
請
書
を
手
渡
す
。

　

大
変
な
10
年
だ
っ
た
が
権
力

の
狙
い
を
粉
砕
し
て
き
た
。

　

小
黒
さ
ん
、
八
ツ
田
さ
ん
を

た
だ
ち
に
職
場
復
帰
さ
せ
よ
。

　

会
社
の
翌
日
控
訴
を
怒
り
を

も
っ
て
弾
劾
す
る
。

　

二
人
の
解
雇
無
効
を
認
め
た

の
は
画
期
的
だ
。

　

全
員
の
職
場
復
帰
の
た
め
に

Ｊ
Ｒ
総
連
も
さ
ら
に
闘
い
を
強

化
す
る
。

　

こ
れ
ほ
ど
の
弾
圧
事
件
は
こ

れ
ま
で
な
か
っ
た
。

　

え
ん
罪
の
な
い
社
会
を
つ
く

る
た
め
に
、
闘
っ
て
い
こ
う
。

弾圧から10年 美世志会と共に
えん罪のない社会を目指す11・1集会

フィリピン日本大使館前タイ・書記官に抗議文を手渡す

田城 郁参議院議員松木謙公衆議院議員

鈴木宗男新党大地代表石川知裕衆議院議員

作家・佐藤 優さん杉山卓男さん

支援する会事務局長・舩田 功さん

柳田和己衆議院議員

横山北斗衆議院議員客野美喜子さん

JR貨物の経営自立に向け
JR貨物労組 国会要請行動を実施！

Ｊ
Ｒ
東
労
組
千
葉
委
員
長

Ｊ
Ｒ
総
連
武
井
委
員
長

支
援
す
る
会
・
飯
沼
代
表


